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「宇宙物理学」とはどういう学問？？？

「宇宙」を「物理」で解明する。宇宙でも地球上と同じ物理法則が使える。
• 銀河や星はどうやってできたのか？
• 宇宙のはては？宇宙の過去や未来は？

「宇宙」で「物理」を解明する。地球上では実現不可能な物理の実験場として。
• 強力な粒子加速器
• 光を曲げる重力レンズ
• 正体不明の暗黒物質

ただ、この二つの側面は単純に分かれる物でもないところがまた面白いところ。

宇宙マイクロ波
背景放射の揺らぎ

重力レンズ銀河団渦巻き銀河太陽系の
惑星達



研究紹介：コンピューターシミュレーション

• 宇宙でおきていることを地球上の
実験室で再現するのは困難（ほと
んど不可能）
 長さ、質量、時間等の尺度が全然違う。

 再現不可能な極限状態（超高温、超
高圧、強重力、強磁場、超希薄）

• コンピューター上でシミュレーション
をする。

ーー＞理論、観測に続く第三の柱

• 研究室のパソコン＆ワークステー
ションや国立天文台のスーパーコ
ンピュターなども使用

1E0657-56銀河団のＸ線イメージ

右の方に弾丸みたいなの。左から突き抜
けてきた？？

「弾丸」部分の流体シミュレーション。

倉兼君の修士論文より。



研究紹介：多波長（X線、電波、可視光）観測
学問の世界でも分業化は進
んでいるが、、、

幸い、天文学・宇宙物理学の
分野では理論と観測の垣根
は比較的低い。

国内外の様々な研究者（観測、
理論、シミュレーション、実験）
と協力して主に銀河団の多波
長観測（X線、電波、可視光な
ど）を行っている。

人工衛星や国内外の地上望
遠鏡などの観測データを利用。 電波銀河 NGC 6166の電波イ

メージと偏光マップ。銀河中心の
ブラックホール付近から噴出した
高速ジェットを見ている。高橋君
の修士論文より。

1RXS J0603.3+4214銀河団のX線
（カラー）と電波（等高線）の分布。
X線は高温ガスを、電波は磁場と高
エネルギー電子の存在を示す。
板花さんの修士論文より。



さらなる情報は研究室ホームページをご覧ください
http://astr-www.kj.yamagata-u.ac.jp/index.html
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